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慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
橘
守
部
関
係
書
目
録

 
は
 
じ
 
め
 
に

 
本
稿
は
本
文
庫
所
蔵

の
橘
守
部
関
係
書
目
録
で
あ
る
。
す
で
に
劇
燗
斯
道
文
庫
編

『椎
本
文
庫
目
録
』
(昭
和
十
七
年
刊
、
財
団
法
人

斯
道
文
庫
)、
九
州
大
学
文
学
部
編

『麻
生
文
庫
稀
覯
書
目
録
』

(昭
和
二
十
⊥ハ
年
刊
、
九
州
大
学
文
学
部
)
が
存
在
し
、
さ
ら
に
平
澤
五

郎
氏

「橘
守
部
撰
述
現
存
諸
稿
本
と
そ
の
成
立
に
就
い
て
の
～
口
」
(「斯
道
文
庫
論
集
」
第
十
七
、
十
九
、
二
十
輯
、
昭
和
五
十
六
年
二

月
、
五
十
八
年
三
月
、
五
十
九
年
三
月
、
以
下
平
澤
解
題
と
称
す
る
)
に
は
諸
機
関
所
蔵
本
を
含
め
て
詳
細
な
解
題
が
具
わ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
屋
上
屋
を
架
す
の
は
、
出
納
の
便
を
図
る
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
本
文
庫
に
は
守
部
に
関
し
て
同

一
書
の
各
段
階
に

お
け

る
諸
稿
本
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
り
、
函
架
番
号
を
記
載
し
な
い
平
澤
解
題
で
は
出
納
に
困
難
を
感
ず
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
。
そ

こ
で
、
『椎
本
文
庫
目
録
』
『麻
生
文
庫
稀
覯
書
目
録
』
の
分
類
を
維
持
し
つ
つ
、
本
文
庫
に
お
け
る
函
架
番
号
と
平
澤
解
題
の
該
当
頁
を

対
応
さ
せ
た
の
が
本
目
録
で
あ
る
。
冊
数
の
下
が
函
架
番
号
、
次
が
平
澤
解
題
の
該
当
頁
で
あ
る
。
函
架
番
号
が
0
9
A
、
0
9
1
と
あ

る
の
は
貴
重
書
、
B
1
と
あ
る
の
は
準
貴
重
書
、
そ
の
他
は
普
通
書
で
あ
る
。
「
二
〇
 

一
〇
六
」
と
あ
れ
ば
平
澤
解
題
で
第
二
十
輯

一

〇
六
頁
に
解
題
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
該
当
頁
の
記
載
が
な
い
の
は
未
記
載
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
新
た
に
守
部

一
家
の
人
々
の

編
著
書
を
加
え
た
。
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な
お
、
平
澤
解
題
未
記
載
書
に
つ
い
て
は
、
版
本
や
版
本
の
転
写
本
を
除

い
て
略
解
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
際
、

の
橘
家

に
よ
る
売
立
目
録

『橘
守
部
大
人
自
筆
遺
稿
展
観
入
札
目
録
』
登
載
書
は
そ
の
旨
注
記
し
た
0

昭
和
十
四
年

 
 

椎
本
文
庫
目
録

 
第

一
部
 
橘
守
部
稿
本
類

 
 

一 

神
道
及
記
紀
関
係

 
 
 
(
一
)
神
道
及
国
体

の
研
究

神
道
弁
 
巻
上
 
自
筆
 
全
集
底
本

歴
朝
神
異
例
 
七
巻
 
写
本

歴
朝
神
異
例
 
七
巻
 
写
本

神
異
例
 
存
巻

一
・
二

・
四
-
七

稜
威
雄
誥

稜
威
雄
誥

神
代
直
語

神
代
直
語

神
代
直
語

 
 
 

 
 
 
 

 
自
筆

五
巻
 
冬
照

・
東
世
子
筆
 
全
集
底
本

五
巻

写
本

上

.
中

・
下
 
写
本

存
巻
上

・
中

写
本

上

・
下
 
明
治
九
年
真
苗
筆

一 二 三 五 五 六 四 三 一

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

0

9

A

-

ー

シ

2

1

E

-

f

3

9

1

2

1

-

ト

ー

0

6

0

9

A

-

2

0

9

A

-

3

1

2

1

-

ト

ー

8

4

1

2

1

-

ト

ー

3

9

シ

2

1

E

-

f

2

9

シ

2

1

E

-

f

3

7

二 二 注 注 二 二 注 二 二
〇 〇3200100
--  -- 1-

八 七  一 六 五 〇
四 八   九 九 五 六

一364一



 
 
 
(二
)

難
古
事
記
伝

難
古
事
記
伝

難
古
事
記
伝

稜
威
道
別

稜
威
道
別

稜
威
道
別

稜
威
道
別

稜
威
道
別

稜
威
道
別

稜
威
道
別

稜
威
道
別

稜
威
道
別

稜
威
道
別

稜
威
道
別

稜
威
道
別

温
源
録
稿

記
紀
の
研
究

五
巻
 
自
筆

五
巻
 
自
筆

五
巻
 
写
本

存
巻

一
-

五

存
巻

一
-

五

存
巻

一
-

五

存
巻

一
-

五

存
巻
六
ー

一

存
巻
四

・
五

存
巻
三
-

五

存
巻

三

存
巻

二

全
集
底
本

嘉
永
四
年
刊
 
椎
本
蔵
板

嘉
永
四
年
刊
 
椎
本
蔵
板

〔嘉
永
四
年
〕
刊

〔嘉
永
四
年
〕
刊

〔明
治
〕

一 

自
筆
 
全
集
底
本

自
筆

自
筆

 
 
 

 
自
筆

 
 
 

(巻

三
に
相
当

) 

自
筆

存
総
論

・
巻

三

・
六

(巻

一

・
二

存
巻

一
・
二
 

冬

照
筆

存
巻

六
-

一
一 

冬
照
筆

存
巻

一

・
二
 

自
筆

初
印
初
装
本

印

・
四

・
七

に

相

当

)

 
 
 
 
 

五
冊

 
 
 
 
 

五
冊

 
 
 
 
 

五
冊

 
 
 
 
 

五
冊

 
 
 
 
 

五
冊

 
 
 
 
 

五
冊

椎
本
蔵
板
 

五
冊

 
 
 
 
 

六
冊

 
 
 
 
 

二
冊

 
 
 
 
 

三
冊

 
 
 
 
 

一
冊

 
 
 
 
 

一
冊

 
 
 
自
筆

三
冊

 
 
 
 
 

二
冊

 
 
 
 
 

六
冊

 
 
 
 
 

一
冊

0

9

A

1

4

0

9

A

-

5

シ

2

1

E

-

f

3

6

2

1

0

-

ト

ー

ー

ヒ

2

1

0
-

6

シ

2

1

E

l

f

5

シ

2

1

E
l

f

4

0

9

A
-

6

0

9

A
-

7

0

9

A
-

8

0

9

A
-

9

0

9

A

-

1

0

0

9

A

-

1

1

0

9

A

-

1

2

0

9

A

-

1

3

0

9

A

1

1

4

一 一 狂

九 九4
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温
源
録
稿
 
存
巻
三
、
稜
威
道
別
 
存
巻
七

道
別
対
照
 
自
筆

 
 
 
(
三
)
記
紀
歌

の
研
究

稜
威
言
別
 
存
巻

一
-
三
 
嘉
永
三
年
刊

稜
威
言
別
 
存
巻

一
-
三
 
嘉
永
三
年
刊

稜
威
言
別
 
存
巻

一
-
三
 
嘉
永
三
年
刊

稜
威
言
別
 

一
〇
巻
付
目
安
 
(巻

一
-
三
)

 
明
治
二
十
四
年
 
東
京
 
椎
本
吟
社
刊
、

稜
威
言
別
 

一
〇
巻
 
自
筆

稜
威
言
別
 
存
巻

一
-
三
 
冬
照
筆

稜
威
言
別
 
存
巻
六
-

一
〇
 
写
本

紀
記
歌
解
草
稿
 
存
巻
二

・
七
 
東
世
子
筆

蘆
荻
鈔
草
稿
 
存
巻

=
二
-

一
五
 
自
筆

三
輪
神
杉
 
上

・
下
 
東
世
子
筆

 
二
 

万
葉
集
研
究

万
葉
集
墨
縄
 
巻

一
総
論
 
自
筆

自
筆

二

冊

 

0

9

A

-

1

5

一
冊

 

0

9

A

-

1

6

一
九

-

一
四

四

一
九

-

一
五

二

椎
本
蔵
板
 
初
印
初
装
本
 
 
三
冊
 
9
1
1
ー
ト
9
5

椎
本
蔵
板
 
 
 
 
 
 
 
 
三
冊
 
シ
2
1
E
-
f
2
 
 

一
七
-

一
五

椎
本
蔵
板
 
 
 
 
 
 
 
 
三
冊
 
ヒ
9
1
1
-
3
7

〔嘉
永
三
年
〕
刊

〔明
治
〕
印
 
東
京
 
浅
倉
屋
久
兵
衛
等
、
(巻
四
ー
六
)

(巻
七
-

一
〇

・
目
安
)
明
治
二
十
七
年
 
東
京
 
椎
本
吟
社
刊

二 三 二 五 三 〇 一
冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

シ

2

1

E

-

f

3

0

9

A

-

1

7

0

9

A

-

1

8

シ

2

1

E

-

f

1

0

9

A

-

1

9

0

9

A

1

2

0

0

9

A

1

2

1

一
冊

 

0

9

A

-

2

2

一  一  一  汪 一  一  一

七 七 七5七 七 七

    iii
六 六 五 二 ニ ー
九 四 〇 七 九 八

 

一
七
-
七

三
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万
葉
集
墨
縄

巻

一
総
論

写
本

万
葉
檜
柧

存
巻

一
-
七
 
自
筆

〔
万
葉
集
註
無
題
本
〕 
存
巻

一
・
二
 

自
筆

万
葉
檜
嬬
手
 
存
巻

冖
-
五

・
別
記
 
写
本

万
葉
集
千
別
初
稿
 
存
巻
五

・
六

・
一
〇
 
自
筆

万
葉
集
要
解
 
存
巻

一
・
二

・
四
ー
七
 
自
筆

万
葉
集
略
解
直
日
 
存
巻

一
.
三
 
自
筆

檜
嬬
手
 
自
筆

檜
嬬
手
 
写
本

万
葉
集
竊
考
 
自
筆

 
 
三
 
文
格
歌
格
其
他

 
 
 

(
一
)
撰
格
類

文
章
撰
格

文
章
撰
格

長
歌
撰
格

長
歌
撰
格

長
歌
撰
格

上 上 上 上 上

下 下 下 下 下

明
治
十
九
年
刊

自
筆

明
治
六
年
序
刊

明
治
六
年
序
刊

自
筆

椎
本
文
庫
蔵
梓

江
里
川
千
照
蔵
梓

(後
印
) 
椎
本
文
庫
蔵
梓

一 一 一 二 六 三 二 二 七 一

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊冊 冊 冊 冊 冊

0
9
A
1
7
5

0
9
A
-
2
3

0
9
A
1
2
4

0
9
A
1
2
5

0
9
A
-
2
6

0
9
A
1
2
7

0
9
A
1
2
8

0
9
A
1
2
9

0
9
A
-
7
3

0
9
A
1
3
0

シ

2

1

E

-

f

2

0

0

9

A

1

3

1

Q
ゾ
ー

1

ー

ト

7

7

シ

2

1

E

-

f

2

7

0

9

A

1

3

2

七 七 七 七 七 七 七 七 七 七
        i
-一 一 一 九 九 一 八 八 七

二 二 ニ ー 九 二 二 八 〇 八
三 ニ ー 四  七

七

-

八

七
-

七
八

 

一
七
-

=
二
九
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長
歌
撰
格

長
歌
撰
格

長
歌
撰
格

短
歌
撰
格

短
歌
撰
格

上 上 上 上 上

下 下 下 下 下

 

短
歌
撰
格
巻
下
草
稿

短
歌
撰
格
 
上

・
下

短
歌
撰
格
 
上

・
下

 
 
 

(
二
)

記
紀
歌
集
糾
謬
草
稿

安
政
五
年
中
邑
正
房
筆

写
本

写
本

明
治
十
八
年
刊
 
椎
本
文
庫
蔵
梓

自
筆

自
筆

写
本

写
本

 
 
 
 
 

歌
格
及
歌
論

 
 
 
 
 
 
 
 
 
自
筆

融
虚
字
詠
格
 
上

・
下
 
明
治
三
十

一
年
 
東
京
 
椎
本
吟
社
刊

虚
字
詠
格
 
存
巻
上
 
写
本

長
歌
大
意
 
〔元
治
元
年
〕
井
上
主
晴
筆

万
葉
集
緊
要
 
於
保
武
涅

・
上

・
下
 
天
保
十
三
年
跋
刊

万
葉
集
緊
要
 
大
旨
 
自
筆

万
葉
集
緊
要
 
大
旨

・
第

一 

自
筆

万
葉
集
緊
要
 
於
保
武
涅

.
上

・
下
 
版
本
転
写
本

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

0

9

A

1

7

6

シ
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1
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-

f
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ー
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0δ

シ

2

1

E

i

f

1

7

0

9

A

1

3

3

0

9

A

1

9

6

シ

2

1

E

-

f

3

2

Q
》
1

1

-

t「
7

0

0

9
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シ
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E
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シ

2

1

E
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f
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9

A

-
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シ

2

1

E

-

f
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0

9

A

-
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6
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9

A

-

3

7

Q
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1

1

ー

ト

6

Q
ゾ

在 一 在 一 一 在 一 マ王
9七8七 七7七6

 - -- -

 六 六 六 四
 七 六 五 四
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i  ii ii
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夫
木
集
緊
要
 
上

・
中
 
自
筆

夫
木
集
緊
要
 
上

・
中
 
上
、
冬
照
筆
 
中
、
東
世
子
筆

夫
木
集
緊
要
 
上

・
中

・
下
 
浜
子
筆

 
 
*
旧
函
架
番
号
シ
2
2
E
-
f
3
4
を
変
更

和
歌

一
字
抄
 
上

・
上
之
下
 
自
筆

心
の
種
 
上

・
中

・
下
 
〔
天
保
九
年
〕
刊

〔明
治
〕
印

詠
歌
玉
津
嶋
 
上

・
下
 
自
筆

詠
歌
玉
津
嶋
草
稿

(外
題
) 
自
筆

 
 
四
 

語
学
及
字
彙

千
代
古
径
 
自
筆

・
一
部
冬
照
等
筆

千
世
乃
古
道
 
初
編
三
巻
 
自
筆

山
彦
冊
子
 
初
編
三
巻
 
天
保
二
年

山
彦
冊
子
 
初
編
三
巻
 
〔天
保
二
年
〕

山
彦
冊
子
 
存
巻
四

・
五

・
六

山
彦
冊
子
抜
書
 
写
本

東
京

 冊

冊0冊

 9

1  1

919

A3A

IgI

8  3

6-8

 七

 i

-○ 一

七 七 七

-.-

  0
一 九 一

 

 
 
 

一
冊

金
花
堂
佐
助

 
 
 

三
冊

 
 
 

一
冊

 
 
 

一
冊

0
9
A
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・
六
糎
)。

(二
三
、
四
五
、
六
七
大
尾
)」
。
内
題

「歴
朝
神
異
例
巻

一

(ー
 
 
外
題
な
し
。
内
題

「稜
威
雄
誥
巻
之

一

(ー
五
)」
。
料
紙
、
楮
紙
。

七
)」
。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
第

一
冊
六
十
五
丁
、
第
二
冊
八
十
 
 
署
名

「
別
楠
後
身
寸
邑
子
謹
撰
」
。
墨
付
、
第

一
冊
四
十
二
丁
、

九
丁
、
第
三
冊
九
十
三
丁
、
第
四
冊
八
十
三
丁
。
自
序
末
に

「天
 
 
第
二
冊
三
十
九
丁
、
第
三
冊
四
十

一
丁
、
第
四
冊
四
十
丁
、
第
五
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冊
三
十
二
丁
。
印
記

「稜
威
之
舎
蔵
書
」
。
終
稿
本
の
改
訂
に
従

わ
な

い
転
写
本
。

 
3
 
香
色
布
目
表
紙

(二
七

・
八
×

一
九

・
一
糎
)
。
外
題
、

打
付
書

「神
代
直
語
 
上

(中

・
下
)」
。
内
題

「神
代
直
語
上
之

巻

(中
之
巻
、
下
之
巻
)」。
料
紙
、
楮
紙
。
自
序
末
署
名

「橘
守

部
謹
識
」
。
墨
付
、
上
冊
四
十
二
丁
、
中
冊
四
十
九
丁
、
下
冊
四

十
八
丁
。
印
記

「幹
今
蔵
書
」
(表
紙
貼
紙
)
。
他
に

「松
浦
伯
爵

家
文
庫
楽
斎
堂
図
書
」
の
貼
紙
。
定
稿
本
の
転
写
本
。

 
4
 
新
補
藍
色
表
紙

(
二
七

・
八
×
二
〇

・
一
糎
)
。
外
題
、

単
郭
題
簽

「難
古
事
記
伝
 

一

(-
五
)」

(春
日
政
治
氏
筆
)
。

内
題

「難
古
事
記
伝
巻
第

一

(ー
五
)」

(巻
四
、
五
は
朱
書
)
。

料
紙
、
楮
紙

(全
丁
入
紙
)
。
墨
付
、
第

一
冊
三
十
五
丁
、
第
二

冊
三
十
三
丁
、
第
三
冊
四
十
四
丁
、
第
四
冊
三
十
六
丁
、
第
五
冊

四
十
四
丁
。
印
記

「椎
本
文
庫
」

(第
五
冊
末
の
み
)
。
「於
襃
牟

涅
」

の
末
尾
に
貼
紙
、
そ
の
他
朱
訂
多
し
0
ま
た
、
遊
紙
に

『難

古
事
記
伝
』
の
反
故
を
用
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
0
9
A
1
5
の

前
稿
本
。

 
『難
古
事
記
伝
』
に
つ
い
て
は
、
『椎
本
文

庫
目
録
』
『麻
生
文

庫
稀
覯
書
目
録
』
の
函
架
番
号
と
本
文
庫
で
の
登
録
状
況
と
が

一

致
せ
ず
、
さ
ら
に
平
澤
解
題
に
本
書
が
洩
れ
て

い
る
た
め
、
混
乱

が
生
じ
て
い
る

(か

つ
て
平
澤
氏
か
ら
、
執
筆
中
本
書
が
見
あ
た

ら
ず
、
解
題
が
書
け
な
か

っ
た
と
う
か
が
っ
た

こ
と
が
あ
る
)。

 
両
目
録
で
は
、
0
9
A
1
4
を

「写
本
 
全
集
底
本
 
東
京
横

山
重
氏
蔵
本
ノ
影
写
、
天
保
十
三
年
ノ
序
ア
リ
」
、
0
9
A
I

5

を

「自
筆
 
前
者
ノ
草
稿
本
 
本
書

二
於
ケ
ル
朱
書
ノ
訂
正
ハ
総

テ
前
者
ノ
本
行
ニ
ア
リ
」
と
す
る
が
、
現
状
で
は
、
0
9
A
-
4

は
0
9
A
1
5
で
あ

っ
た
自
筆
の
草
稿
本
が
宛

て
ら
れ
、
0
9
A
1

5
は
か
つ
て
横
山
重
氏
蔵
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
自
筆

の
終
稿
本
と

な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
終
稿
本
の
影
写
本
0
9
A
1
4
は
新
た
な

函
架
番
号
シ
2
1
E
I
f
3
6
に
変
更
し
、
普
通
本
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
両
目
録
で
は
全
集
が
影
写
本
を
底
本
に
し
て
い
る
か

の
ご
と
く
に
読
み
う
る
箇
所
が
あ
る
が
、
全
集
底
本
は
自
筆
終
稿

本
で
あ
る
。
『橘
守
部
大
人
自
筆
遺
稿
展
観
入
札
目
録
』
二
六
。

 
5
 
本
文
共
紙
表
紙

(二
八

・
三
×

一
九

・
一
糎
)
。
仮
綴
。
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外
題
、
打
付
書

「稜
威
言
別
 
巻
之
六

(ー
十
)」
(巻
七
は

「之
」

な
し
)
。
内
題

「
稜
威
言
別
巻
之
六

(1
十
)
」。
料
紙
、
薄
様
。

墨
付
、
巻
六
 
六
十
六
丁
、
巻
七
 
五
十
三
丁
、
巻
八
 
七
十
七

丁
、
巻
九
 
五
十
七
丁
、
巻
十
 
亠ハ
十
九
丁
。
自
筆
本
0
9
A
1

1
7
巻
六
-
十
の
影
写
本
。

 
6
 
茶
色
布
目
表
紙

(二
三

・
五
×

一
⊥ハ
・
一
糎
)
。
外
題
、

黄
色
題
簽

「長
歌
撰
格
 
全
」
。
内
題

「長
歌
撰
格
上

(下
)
」
。

料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
六
十
八
丁
。
奥
書

「安
政
五
戊
午
と

い
ふ

と
し

の
冬
月
は
か
り
伊
佐
み
つ
ま
ろ
ぬ
し
よ
り
か
り
て
う
つ
し
お

へ
ぬ
 
中
邑
正
房

(
「正
房
」
朱
印
ご
。
印
記

「中
邑
氏
蔵
書
」
。

自
筆
本
系
の
写
本
。

 
7
 
淡
緑
色
地
卍
繋
牡
丹
文
様
空
押
艶
出
表
紙

(
二
七

・
三
×

一
八

・
九
糎
)
。
外
題
、
題
簽

「長
歌
撰
格
」
。
内
題

「長
歌
撰
格

上

(
下
)」
。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
九
十
三
丁
。
印
記

「荒
陵
文

庫
」

「祝
姓
秘
玩
」
他
印
文
不
明

一
顆
。
自
筆
本
系
の
写
本
。

 
8
 
淡
茶
色
布
目
表
紙

(二
七

・
○
×

一
九

一
三
糎
)。
外
題
、

題
簽

「短
歌
撰
格
下
」

(「下
」
は
後
補
か
)
。
内
題

「短
歌
撰
格

巻
下
草
稿
」
(「草
稿
」
後
補
)
。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
三
十
丁
。

印
記

「東
上
州
桐
生
町
吉
田
氏
蔵
書
」
。
裏
表

紙
見
返
し
に

「た

り
ほ
の
舎
蔵
書
」
と
墨
書
。
版
本
と
は
別
書
と
称
し
て
も
よ
い
初

期
段
階
の
草
稿
本
。
徳
田
進
氏

『橘
守
部
と
日
本
文
学
ー
新
資
料

と
そ
の
美
論
1
』

(昭
和
五
十
年
刊
)
第
六
章

に
見
え
る
初
稿
本

の
下
冊
か
。

 
9
 
濃
縹
色
布
目
表
紙

(二
七

・
○

×
一
九

・
一
糎
)
。
外
題
、

子
持
枠
題
簽

「短
哥
撰
格
 
上

(下
)
」
。
内

題

「短
歌
撰
格
上

(下
)」
。
料
紙
、
薄
様

(全
丁
入
紙
)。
墨
付
、
上
冊
三
十
三
丁
、

下
冊
三
十
二
丁
。
印
記

「臼
井
蔵
書
」
。
自
筆
定
稿
本
と
行
格
を

等
し
く
し
、
補
訂
に
従
う
転
写
本
。

 
10
 
浅
縹
色
布
目
表
紙

(二
一二
・
二
×
一
六

・
五
糎
)
。
外
題
、

題
簽
剥
落
。
内
題

「虚
字
詠
格
稿
」
。
料
紙
、
薄
様

(全
丁
入
紙
)。

墨
付
、
五
十
丁
。
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
本
、
国
会
図
書
館
蔵
本
系
の

転
写
本
。

 
11
 
黄
色
地
菊
花
唐
草
文
様
表
紙

(二
四

・
九

×

一
七

・
三
糎
)。

外
題
な
し
。
内
題
、
巻
頭
に
貼
紙

「波
行
の
音

ひ
と
へ
と
の
用
ひ
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ざ
ま
」
=

冊
」

(後
人
筆
)
。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
十
四
丁
。

印
記

「椎
本
文
庫
」
。
本
居
春
庭

『詞
八
衢
』
に
対
し
補
訂
を
試

み
た
草
稿
。
『橘
守
部
大
人
自
筆
遺
稿
展
観
入
札
目
録
』
七
七
。

 
12
 
淡
茶
色
布
目
表
紙

(
二
七

・
○
×

冖
九

・
O
糎
)
。
外
題
、

題
簽

「錦
所
叢
書
 
蓬
蔽
膕
繝
先
生
自
筆
 
坤

(朱
) 
十

】

(朱
V」
。

内
題
な
し
。
料
紙
、
楮
紙
0
墨
付
、
五
十
九
丁
。
印
記

「桐
生
吉

田
氏

図
書
之
記
」
。
鼇
頭
注
あ
り
。
巻
首
内
題
な
く
総
記
を
欠
き
、

小
記
前
書

「
か
く
て
此
蓬
莢
園
の
う
ち
に
云
々
」
以
下
を
存
す
。

巻
末

は
守
部
跋
の
後
、
直
ち
に

「
お
ふ
し
た
て
た
る
草
も
云
々
」

の
松
浦
侯
の
跋
を
記
す
。
但
し
、
年
記

・
署
名
は

「天
保
五
年
四

月
 
松
浦
肥
前
守
源
朝
臣
熈
識
」
。
草
稿
本
。

 
13
 
淡
茶
色
布
目
表
紙

(二
一二
・
五
×
一
五

・
九
糎
)。
仮
綴
。

外
題
、
内
題
な
し
。
料
紙
、
薄
手
鳥
の
子
。
墨
付
、
十
六
丁
。
守

部
の
詠
草
、
手
習
、
万
葉
檜
柧
序
、
蝸
牛
詞
の
草
稿
や
反
故
類
を

綴
じ
た
も
の
。

 
14

淡
茶
色
表
紙

(二
三

・
三

×

一
五
×
八
糎
)
。
外
題
、
子

持
枠

題
簽

「難
野
静
気
雛
橘
守
部
著
書
目
童
唱
其
他
」
0
内
題

「書

目
童
唱
」
他
。
『書
目
童
唱
』
の
署
名
は

「金
龍
山
中
古
語
得
業

稗
田
和
礼
癡
撰
」
。
料
紙
、
洋
紙

(四
周
双
辺
有
界
十
三
行
茶
色

印
刷
罫
紙
)
。
印
記

「惣
郷
文
庫
」
「小
林
氏
図
書
」
。
佐
野
多
気

雄

(伝
未
詳
)
の
抜
書
雑
記
帳
0
巻
頭

(
一
1

一
九
丁
)
に
守
部

の

『書
目
童
唱
』
を
収
め
る
。
以
下
佐
藤

一
斎

『初
学
課
業
次
第

抄
録
』
や
新
聞
の
書
抜
き
を
含
む
雑
記
。
『書

目
童
唱
』
末
に
朱

書
で

「右
 
橘
守
部
著
述
 
下
野
足
利
ノ
人
大

河
内
清
香
曽
テ
守

部
力
門
二
入
テ
和
学
ヲ
修
ム
後

一
日
江
戸
二
到
リ
其
家

二
宿
シ
翌

旦
将

二
郷
里
二
帰
ラ
ン
ト
ス
守
部
其
夜
之

ヲ
作

リ
別

二
臨
ミ
テ
贐

ト
為
セ
シ
書
ナ
リ
ト
云
」
「明
治
廿

冖
年
四
月
初

一
日
写
了
於
東

京
根
岸
金
杉
寓
居
 
原
本
係
下
野
足
利
人
小
村
連
氏
所
蔵
 
多
気

雄
記
 
此
日
天
気
陰
翳
所
謂
花
曇
東
台
早
桜
漸
開
唇
将
呈
笑
」
。

『書
目
童
唱
』
は
吉
田
家
蔵
自
筆
本
が
知
ら

れ
る
。
徳
田
進
氏

『橘
守
部

の
国
学
の
新
研
究
』
(昭
和
四
十
九
年
刊
)
第
五
章
参
照
。

 
15
 
縹
色
地
卍
繋
文
空
押
表
紙

(二
二

・
七

×

一
七

・
○
糎
)
。

外
題
、
打
付
書

「送
別
歌
あ
は
せ
 
全
」
。
内

題

「送
別
歌
合
」
。

料
紙
、
楮
紙
0
墨
付
、
三
十
七
丁
0
印
記
、
印
文
不
明
。
本
書
は
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本

文

庫

蔵

『
五

十

一
番

歌

合

』

(
0

9

A
 

5

9
は

)

と

同

一
書

の
完

本

で

そ

の

訂
正

本

文

に
従

つ
て

い
る

。
歌

合

名

を

異

に
す

る

理

由

は

不

明

で

あ

る

。
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白

布

目
表

紙

(
二

⊥ハ

・
四

×

一
八

・

一
糎

)
。

外

題

な

し

。

内

題

「
八
十

一
番

歌

合

」
。

料

紙

、
楮

紙

。

墨

付

、

八
十

一
丁

。

守

部

跋

ま

で
を

存

し

、
追

記

な

し

。
但

し

、

三
十

二
番

、
六

十

八

番

の
判

詞

が

あ

り

、

国
会

図
書

館

蔵

本

と

の
関
係

は
認

め

ら

れ

な

い
。
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素

紙

表

紙

(
二

三

・
⊥ハ
×

一
八

.

一
糎

)
。

外

題

、

淡

茶

色

題

簽

「
神
楽

歌

催

馬

楽

注

解

」
。
内

題

な

し

。

料

紙

、

楮

紙

。

墨

付

、

四

十

五

丁

。

印

記

「
徳

本

文

庫

」
。

天

理

図

書

館

蔵

『
神

楽

歌

〔注

〕
』

自

筆

本

(
0

8

ー
 

イ

3
-

1

8

1
)

の
転

写

本

。

題

簽

に
は

「
神

楽

歌

催

馬

楽

注

解

」

と

あ

る

が

、
神

楽

歌

の
注

の

み
。
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黄

色

表

紙

(
二

亠ハ

・

一
×

一
八

.
四

糎

)
。

外

題

、

浅

縹

色

題
簽

「
越

路

の
家

つ
と

諦
鰍

一
首
」
。
内

題

「
越

路

の
家

つ
と

」
。

料

紙

、
薄

様

。

墨

付

、

七

十

四

丁

。

印

記

「
椎

本

文

庫

」
。

『
橘

守

部
大
人
自
筆
遺
稿
展
観
入
札
目
録
』
五
〇
。
入
札
の
際
の
展
観
番

号
札
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

 
19
 
黄
色
地
案
龍
亀
甲
繋
文
空
押
表
紙

(二
六

・
二
×
一
八

・

九
糎
)
。
外
題
、
打
付
書

「石
上
私
淑
言
 
上
巻

(下
巻
)」
。
内

題

「石
上
私
淑
言
上
巻

(下
巻
)」
。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
上
冊

六
十
二
丁
、
下
冊
六
十
丁
。
印
記

「椎
本
文
庫

」、
唐
獅
子
印
。

『橘
守
部
大
人
自
筆
遺
稿
展
観
入
札
目
録
』

一
〇
七
。

 
20
 
浅
縹
色
布
目
表
紙

(二
六

.
○

×
一
八

・
一
糎
)。
外
題
、

単
郭
題
簽

「
言
葉
の
玉
緒
 
再
板
 

一
」

(第
二
冊
以
下
略
)。
内

題

「詞
瓊
綸

一
之
巻

(ー
七
之
巻
)
」
。
刊
記

「文
政
十
二
己
丑
年

再
刻
 
書
肆
 
江
戸
日
本
橋
通
壱
町
目
 
須
原
屋
茂
兵
衛
 
京

銭
屋
利
兵
衛
 
同
寺
町
通
松
原
下
ル
町
 
勝
村
治
右
衛
門
 
同
寺

町
通
蛸
薬
師
下
ル
町
 
伏
見
屋
半
三
郎
 
同
御
幸
町
御
池
下
ル
町

 
菱
屋
孫
兵
衛
 
大
坂
北
久
太
郎
町
四
丁
目
 

河
内
屋
新
次
郎

勢
州
松
坂
 
柏
屋
兵
助
」
。
印
記

「
椎
本
文
庫
」
「池
庵
」
、
唐
獅

子
印
。
朱
墨
藍
に
よ
る
書
入
多
し
。
『橘
守
部
大
人
自
筆
遺
稿
展

観
入
札
目
録
』

一
〇
五
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
朱
は
守
部
、
墨
藍
は
道

一380一



守
の
書
入
。

 
21
 
浅
縹
色
地
卍
繋
文
空
押
表
紙

(二
七

・
三
×

一
八

・
四
糎
)。

外
題
、
題
簽

「
万
代
集
 

.

..
春

茱
)」

(第
二
冊
以
下
略
)
。
内

題

「万
代
和
歌
集
巻
第

一

(1
廿
)」
。
料
紙
、
斐
楮
交
漉
紙
。
墨

付
、
第

一
冊
四
十
五
丁
、
第
二
冊
四
十
九
丁
、
第
三
冊
五
十

】
丁
、

第
四
冊
五
十
八
丁
、
第
五
冊
五
十
七
丁
、
第
六
冊
三
十
八
丁
、
第

七
冊
三
十
五
丁
、
第
八
冊
三
十
七
丁
。
印
記

「椎
本
文
庫
」
、
唐

獅
子
印
。
書
入
僅
少
。
『弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
十
三
号

(昭

和
十
四
年
六
月
)
所
載
。

 
22
 
黄
色
地
花
文
空
押
表
紙

(二
四

・
一
×

一
六

・
五
糎
)。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
清
水
浜
臣
輯

外
題
、
絹
題
簽

「拠
字
造
語
抄
 
乾

(坤
)」
。
内
題

「拠
字
造
語

抄
」
。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
上
冊
三
十
三
丁
、
下
冊
三
十
四
丁
。

印
記

「椎
本
文
庫
」
、
唐
獅
子
印
。
書
入
な
し
。
『橘
守
部
大
人
自

筆
遺
稿
展
観
入
札
目
録
』

一
一
〇
。

 

23
 
黄
色
布
目
表
紙

(二
六

・
八
×

一
八

・
六
糎
)
。
外
題
、

題
簽

「蜻
蛉
日
記
h

上
下

(中

上
中
下
、
卜

上
中
下
)」
。
内

題

「蜻
蛉
日
記
上

(中
、
下
)」
。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
上
冊
五

十
四
丁
、
中
冊
七
十
七
丁
、
下
冊
八
十
六
丁
。
奥
書

「元
禄
九
年

四
月
十
四
日
以
水
戸
中
納
言
卿
御
本

一
校
了
 
密
乗
沙
門
契
沖
」

「宝
暦
六
～
十

二
月
 
大
坂
心
斎
橋
淡
路
町
角
 
安
井
嘉
兵
衛
再

板
」。
印
記

「椎
本
文
庫
」
、
唐
獅
子
印
。
宝
暦

六
年
版
本
を
転
写

し
、
契
沖
の
書
入
を
移
写
し
た
も

の
。
『橘
守
部
大
人
自
筆
遺
稿

展
観
入
札
目
録
』

一
=
二
。

 
24
 
淡
茶
色
地
雲
形
文
布
目
表
紙

(二
七

一
二
×

一
八

・
三
糎
)。

外
題
、
題
簽

「続
世
継
 

一

(1
十
)」。
内
題

「続
世
継
第

一

(-

十
)」
。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
第

一
冊
よ
り
順

に
、
三
十
八
丁
、

三
十
九
丁
、
三
十
二
丁
、
四
十
丁
、
四
十

一
丁
、
五
十
七
丁
、
四

十
丁
、
三
十

一
丁
、
二
十
六
丁
、
二
十
六
丁
。
奥
書
、
第
九
冊
末

「右

一
巻
為
定
卿
筆
の
本
を
も
て
校
正
し
を
は
り
ぬ
 
寛
政
十
年

七
月
六
日
夜
 
源
弘
賢

(朱
)」
、
第
十
冊
末

「慶
安
三
年
孟
春
仲

旬
 
中
野
道
伴
行
」
「文
化
戊
申
季
春
望
前

一
日
渉
猟
注
所
見
了

泊
酒
主
人
」
「同
仲
夏
初
三
以
友
人
岸
本
氏
所

蔵
古
抄
本
対
校
了

(朱
)」
「右
続
世
継
十
巻
以
印
本
書
写
諸
書
入
異
同
等
悉
取
屋
代

輪
池
先
生
平
田
気
吹
廼
屋
先
生
本
而
写
之
校

合
之
畢
 
文
政
五

一381上



壬
午
年

六
月
廿
八
日
 
国
友
恒
足
」
。
印
記

「椎
本
文
庫
」
。
国
友

恒
足
が
慶
安
三
年
版
本
を
書
写
し
て
諸
本

で
校
合
し
た
も
の
。

『橘
守

部
大
人
自
筆
遺
稿
展
観
入
札
目
録
』

一
一
四
。

 

25
 
浅
縹
色
表
紙

(二
七

・
二
×

一
九

・
二
糎
)
。
外
題
、
題

簽

「
出
雲
風
土
記
解
 
上

(中
、
下
)」。
内
題

「出
雲
風
土
記
解
」。

料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
上
冊
七
十
五
丁
、
中
冊
六
十
七
丁
、
下
冊

五
十

一
丁
。
印
記

「椎
本
文
庫
」
、
唐
獅
子
印
。

 

26
 
茶
色
表
紙

(
二
八

・
四
×
二
〇

・
三
糎
)。
外
題
、
題
簽

「装
束
織
文
図
会
 
全
」
(第

一
、
二
冊
)、
「女
官
装
束
織
文
図
会

全
」

(第
三
冊
)。
内
題
、
第
三
冊
に
の
み

「女
官
装
束
織
文
図
会
」
。

料
紙

、
雲
母
引
厚
紙
。
墨
付
、
順
に
十
四
折
、
三
十
二
折
、
十
五

折
。
奥
書
、
「文
化
五
年
戊
申
仲
夏
日
模
写
之
 
源
朝
臣
義
溥
」

「さ
う

そ
く
の
学
ひ
は
色
と
文
と
織
糸
と

の
や
う
を
よ
く
こ

ゝ
ろ

う
る
に
あ
り
大
か
た
の
図
式
は
世
に
お
ほ
く
又
心
得
や
す
く
も
あ

れ
と
色
文
の
書
は
い
と
得
か
た
く
か
つ
心
得
か
た
し
今
此
織
文
図

会
君
臣
女
官
部
あ
は
せ
て
三
帖
は
さ
る
ゆ
ゑ
よ
し
あ
り
て
ゆ
つ
り

う
け

て
ふ
ご
に
を
さ
む
永
く
ひ
め
伝
ふ
へ
き
な
り

天
保
十

一
年

三
月
 
橘
守
部
」
。
印
記
、
菊
花
中
に
桐
花
印
。
『橘
守
部
大
人
自

筆
遺
稿
展
観
入
札
目
録
』

一
〇
三
。

 

27
 
浅
縹
色
布
目
表
紙

(二
六

・
二
×

一
八

・
七
糎
)
。
外
題
、

銀
切
箔
散
題
簽

「長
歌
詞
珠
衣
 

一
二

(三
四
、
五
亠ハ
)」
。
内
題

「長
歌
詞
珠
衣

一
之
巻
」
「詞
珠
衣
二
之
巻

(1
六
之
巻
)」。
料
紙
、

楮
紙
。
墨
付
、
第

一
冊
八
十
七
丁
、
第
二
冊
七
十
八
丁
、
第
三
冊

八
十
三
丁
。
印
記

「椎
本
文
庫
」
。

 

28
 
濃
縹
色
表
紙

(二
七

・
二
×

一
九

・
O
糎
)。
外
題
、
子

持
枠
題
簽

「新
撰
六
帖
 

一

(
二
、
三
四
、
五
、
⊥ハ
)」
(「
二
」

以
下
は
貼
紙
墨
書
)。
内
題

「新
撰
六
帖
題
和
歌

目
録
」
「新
撰
六

帖
題
和
歌
第
二
帖

(-
第
六
帖
)」
。
刊
記

「
万
治
三
庚
子
年
仲
春

吉
旦
 

中
野
五
郎
左
衛
門
刊
行
」
。
書
入
の
識
語
は
以
下
の
よ
う

で
あ
る
。
第

一
冊
見
返
し
に
東
世
子
筆

で

「こ

の
書
嘉
永
四
年
夏

夫
木
抄
を
校
合
了
 
同
七
年
六
月
古
写
本
を
校
了
 
同
年
信
実
朝

臣
家
集
を
校
合

(朱
)」
、
第

一
冊
末

「右
吉
写
本
校
合
了
 
嘉
永

七
年
六
月
十
九
日

(花
押
重
書
)
(臙
脂
) 

同
 
安
政
亠ハ
年
七
月

校

(朱
)」
、
第
二
冊
末

「以
古
写
本

一
校
了
嘉
永
七
年
亠ハ
月
十
九

一382一



日
夜

(臙
脂
)
」、
第
三
冊
末

「嘉
永
七
年
六
月
廿
日
以
古
写
本

一

校
了

(臙
脂
)」、
第
四
冊
末

「嘉
永
七
年
六
月
廿
日
以
古
写
本

一

校
了

(臙
脂
)」
、
本
文
の
校
合
は
臙
脂
の
校
合
が
冬
照
、
朱
の
校

合
が
東
世
子
か
。
印
記

「館
林
蔵
書
」
「椎
本
文
庫
」
「岡
田
真
之

蔵
書
」
。
『弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
十
四
号

(昭
和
十
五
年
五
月
)

所
載
。

 

29
 
茶
色
艶
出
表
紙

(三
二

・
九

×
二

一
・
三
糎
)。
外
題
、

書
罌

「歌
林
名
所
考

響

辮

馨

」.
内
題

鞣

名

所
考
巻
第

一

(-
五
)」
。
刊
記
な
し
。
巻
末
に
書
入
奥
書

「此
三

冊
壱
部
は
近
曽
西
順
抜
書
之
名
所
考
也
然
共
歌
す
く
な
く
名
所
た

ら
さ
る
に
よ
り
法
橋
昌
琢
之
類
字
名
所
和
哥
集
并
亠ハ
字
堂
宗
恵
之

松
葉

集
等
之
内
よ
り
書
加
者
也
 
延
宝
八
申
ノ
三
月
 
日

(陰
刻

朱
印

、
印
文
不
明
)」
。
巻
頭
に
守
部

の
識
語

「
此
書
た
え

て
世
に

し
る
人
な
し
歌
林
名
所
考
と
い
へ
る
題
号
た
に
聞
伝

へ
さ
る
を
お

も

へ
は
板
に
ゑ
れ
る
間
も
な
く
亡
ひ
た
る
も
の
と
見
え
た
り
此
書

の
め

つ
ら
し
き
の
み
な
ら
す
撰
者
桑
門
西
順
は
そ
の
か
み
さ
う
な

き
も

の
し
り
な
り
つ
る
事
は
歌
林
拾
葉
集
の
手
際
も
て
も
粗
し
ら

れ
た
り
さ
れ
は
此
書
の
中
に
も
故
事
あ
る
名
地

に
は
必
す
国
史
万

葉
を
引
又
中
古
後

の
諸
説
と
も
ま
て
も
引
れ
た
り
こ
れ
を
補
て
書

入
た
る
は
何
人
な
り
け
む
い
と
よ
く

つ
と
め
な
し
た
り
巻
尾
に
延

宝
八
年
の
跋
あ
れ
は
西
順
の
友
人
な
り
し
な

る
へ
し
さ
は
か
り
の

人
た
ち
な
り
け
れ
と
お
と
ろ
へ
た
る
時
代
の
さ
か
は
め
ぬ
か
れ
か

た
く
や
有
け
ん
か
の
名
寄
松
葉
集
に
牽
れ
て
其
誤
な
き
事
あ
た
は

す
か
れ
今
あ
ま
り
拙
く
見
る
に
し
の
ひ
さ
る
ふ
し
く

の
み
を
か

り
に

一
わ
た
り
改
め
つ
い
と
な
き
比
に
し
て

い
そ
き
も

の
し

つ
れ

は
も
ら
せ
し
事
多
か
り
猶
よ
く
改
め
正
す
へ
き

わ
さ
な
り
か
し

天
保
十

一
年
四
月
十
七
日
 
守
部
」。
印
記

「椎
本
文
庫
」
。
余
白

を
大
き
く
取

っ
た
初
印
本
。
料
紙
を
加
え
て
増
補
す
る
。

 

30
 
丹
表
紙

(二
六

・
六
×

一
八

・
四
糎

)
。
外
題
、
単
郭
題

簽

「本
草
和
名
 
上
冊

(下
冊
)」
。
内
題

「
本
草
和
名
上
巻

(下

巻
)」
。
刊
記

「江
戸
浅
草
新
寺
町
 
和
泉
屋
庄
次
郎
発
行
」
。
印

記

「椎
本
文
庫
」
、
唐
獅
子
印
、
「関
場
文
庫
」
「宝
玲
文
庫
」
。

 

31
 
後
補
浅
縹
色
表
紙

(二
一二
・
二
×
一
六

・
四
糎
)
の
下
に

本
文
共
紙
元
表
紙
あ
り
。
外
題
、
元
表
紙
に
打
付
書

「浜
臣
す
さ

一383一



ひ
考

」。
内
題
な
し
。
料
紙
、
楮
紙

(全
丁
入
紙
)
。
墨
付
、
六
丁

(含
表

紙
見
返
し
序
文
)
。
印
記
、
「椎
本
文
庫
」
、
唐
獅
子
印
、

「月
明
荘
」
。
天
保
三
年
正
月
の
清
水
浜
臣
序
あ
り
。

 
32
 
素
紙
表
紙

(二
二

・
二
×

一
六

・
三
糎
)。
仮
綴
。
外
題
、

打
付

書

「
八
幡
愚
童
訓
」
。
内
題

「
八
幡
愚
童
訓
 
躰
銘
訊
幡
」
。

料
紙

、
楮
紙

(
一
部
雁
皮
紙
)。
墨
付
二
十
六
丁
。
識
語

「正
応

二
年

己
丑
八
月

(以
下
朱
)
ィ
筥
崎
宮
社
官
 
図
書
允
定
秀
誌

(花
押

似
書
)」
。
印
記
、
「椎
本
文
庫
」
「妻
屋
所
得
」
「鹿
岑
票
」
。

『八
幡
愚
童
訓
』
甲
本
、
乙
本
い
ず
れ
と
も
別
書
で
守
部
が

『蒙

古
諸
軍
記
弁
疑
』
で
用

い
た
も
の
。
小
野
尚
志
氏

『八
幡
愚
童
訓

諸
本
研
究
論
考
と
資
料
』
(平
成
十
三
年
刊
)
参
照
。

 
33
 
浅
縹
色
布
目
表
紙

(二
七

.
五
×

一
八

・
四
糎
)。
外
題
、

雲
母
引
題
簽

「南
紀
名
勝
畧
志
娜
橢
鰥
 

一
」

(第

一
冊
)、
以
下

略
。
内
題
、
第

一
、
六
冊
欠
、
第
二
冊

「南
紀
名
勝
略
志
」
、
第

三
-

五
冊

「南
紀
名
勝
畧
志
」
。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、
第

一
冊

四
十

丁
、
第

二
冊
二
十
八
丁
、
第
三
冊
二
十
八
丁
、
第
四
冊
三
十

二
丁
、
第
五
冊
三
十

二
丁
、
第
六
冊
三
十
六
丁
。
印
記

「椎
本
文

庫

」
、

唐

獅

子

印

。

 

34
 

縹

色

表

紙

(
二
七

・
五

×

]
九

・
四

糎

)
。

外

題

、

子

持

枠
題
簽

「哥
仙
家
集

嵐

こ

(箜

冊
)
、
以
下
略
。
内
題

「柿
本
集
上

(下
)」
「躬
恒
集
上

(下
)」
「素
性
集
」
「猿
丸
大
夫

集
」
「家
持
集
」
「業
平
集
」
「兼
輔
集
」
「敦
忠
集
」
「公
忠
集
」

「斎
宮
集
」
「敏
行
集
」
「宗
于
集
」
「清
正
集
」
「興
風
集
」
「
是
則

集
」
「小
大
君
集
」
「能
宣
集
」
「兼
盛
集
」
「貫
之
集
第

一

(ー

兀
)」

「伊
勢
集
」
「赤
人
集
」
「遍
昭
集
」
「源
順
集
」
「元
輔
集
」
「朝
忠

集
」
「高
光
集
」
「友
則
集
」
「
小
町
集
」
「忠
岑
集
」
「頼
基
集
」

「源
重
之
集
」
「信
明
集
」
「元
真
集
」
「仲
文
集
」
「忠
見
集
」
「中

務
集
」
。
刊
記

「正
保
四
丁
亥
暦
八
月
 
書
林
中
野
道
也
繍
梓
」
。

最
終
冊
末
尾
に

「
此
書
全
巻
契
沖
阿
闍
梨
の
書
入
に
し
て
橘
守
部

翁

の
旧
蔵
な
り
西
脇
君
が
も
と
め
ら
る

ゝ
ま

・
に
源
信
綱
昭
和
十

九
年
四
月
卅
日
し
る
す
」
と
佐
佐
木
信
綱
氏
の
加
証
あ
り
。
印
記

「椎
本
文
庫
」
「鞠
山
文
庫
」
。
契
沖
の
朱
墨
の
書
入
詳
密
。
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縹
色
地
卍
繋
文
艶
出
表
紙

(三
〇

・
三
×
二

一
・
五
糎
)
。

大
和
綴
。
外
題
、
淡
黄
色
題
簽

「十
八
番
歌
合
」
。
内
題

「十
八

上384-



番
歌
合
」
。
料
紙
、
薄
手
鳥
の
子
。
墨
付
、
二
十

一
丁
。
嘉
永
五

年
七
月
十
二
日
の
冬
照
序
あ
り
。

一
番
左

「皓
 
き

の
ふ
す
き
け

ふ
も
過
し
て
五
月
雨
に
あ
す
か
の
里
を
あ
す
も
と
は
ま
し
」
。
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鳥
の
子
色
地
緑
葵
文
様
布
目
表
紙

(二
九

・
八
×
二

一
・

五
糎
)
。
大
和
綴
。
外
題
、
上
冊
、
銀
紙
題
簽

「三
十
番
歌
合
」
、

下
冊

、
な
し
。
内
題

「三
十
番
歌
合
」
。
料
紙
、
薄
手
鳥
の
子
。

墨
付
、
上
冊
三
十
三
丁
、
下
冊
三
十
四
丁
。
安
政
五
年
長
月
の
冬

照
序
、
万
延
二
年
正
月
十
日
の
冬
照
跋
あ
り
。

一
番
左

「詮
 
咲

匂
ふ
色
か
え
な
ら
ぬ
桜
花
う
し
ろ
め
た
し
や
風
吹
こ
と
に
」。
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茶
色
布
目
表
紙

(
二
⊥ハ
一
二
×

一
八

・
九
糎
)
。
外
題
、

題
簽

「土
佐
日
記
解
 
上

(下
)」。
内
題

「土
佐
日
記
解
上

(下
)」。

料
紙

、
薄
様
。
墨
付
、
上
冊
六
十
丁
、
下
冊
六
十
七
丁
。
巻
頭
提

要
末

に

「万
延
二
年
正
月
 
橘
冬
照
し
る
す
」
、
内
題
下
に

「橘

冬
照

述
」
と
あ
る
。
本
書
は
本
文
庫
力
ー
ド
に
は

「冬
照
自
筆
」

と
す

る
が
疑
義
が
あ
る
。
ま
た
、
本
書
の
体
裁
を
見
る
限
り
で
は

冬
照
の
著
作
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
が
、
実
は
守
部
著

『土
佐
日

記
解

』
(『土
佐
日
記
舟

の
直
路
』
以
前
に
成

っ
た
詳
注
)
と
提
要

以
下
ほ
と
ん
ど
同

一
で
あ
る
。
守
部
の

『土
佐
日
記
解
』
に
は
吉

田
家
蔵
本
と
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
本
の
二
本
の
自

筆
本
が
存
す
る
が
、

本
書
を
ふ
く
め
三
本
は
吉
田
家
蔵
本
、
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
本
、
本

書
の
順
に
成
立
し
た
と
認
め
ら
れ
る
。
冬
照
が
父
守
部
の
著
作
を

自
著
の
よ
う

に
装

っ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
、
不
審
で
あ
る
。
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浅
縹
色
表
紙

(二
七

・
二
×

一
九

.
四
糎
)。
外
題
、
単

郭
題
簽

「延
喜
式
校
本
 
完
」
。
内
題

「延
喜
式
校
本
」
。
料
紙
、

薄
様

(全
丁
入
紙
)
。
墨
付
、
三
十
七
丁
。
奥

書

「
天
保
の
三
年

九
月
延
喜
式
を
講
し
け
る
時
豊
林
崎
文
庫
御
本
京
極
本
古
写
本
又

朽
木
家
の
本
と
も
を
乞
え
て
校
合
し
終
り
ぬ
 

橘
冬
照

(花
押
)」
。

印
記

「椎
本
文
庫
」
「本
間
文
庫
」
。
版
本
を
底
本
に
し
て
校
異
を

書
き
出
し
た
も
の
。
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淡
茶
色
表
紙

(二
三

・
五
×

一
六

・
七
糎
)。
外
題
、
中

央
打
付
書

「消
息
贈
答
」
、
左
下
に

「と
せ
子
」
と
署
名
。
左
肩

に
縹
色
題
簽

「消
息
贈
答
と
臣
嶄
」
(後
人
筆
)
と
あ
る
。
内
題
な

し
。
料
紙
、
薄
様

(全
丁
裏
打
)
。
墨
付
、
十
七
丁
。
識
語

「右

贈
答
井
上
正
徳
公
踊
御
妹
春
子
の
君
又
御
そ
は
め
の
松
子
」
。
三

一385



者
の
消
息
に
と
せ
子
が
朱
で
添
削
を
加
え
る
形
式
を
と
る
。
三
者

に
つ
い
て
は
不
明
。

〔付
記
1
〕 
橘
守
部
の
自
筆
稿
本

・
手
沢
本
類
は
橘
家
伝
来
の
も

の
は
昭
和
十
四
年
二
月
に
売
立
て
ら
れ
、
そ
の
多
く
が
天
理
図
書

館
と
本
文
庫
に
分
蔵
さ
れ
、
そ
の
他
阪
本
龍
門
文
庫
十

一
点
な
ど

諸
家

に
蔵
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
前
後
に
売
立
と
は
別
に
橘
家
よ

り
市
場
に
出
た
も
の
が
あ
り
、
『弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
に
見
え

て
い
る
。
そ
れ
ら
の

一
部
は
天
理
図
書
館
に
現
蔵
す
る
が
、
所
在

不
明

の
も
の
も
多
い
。
さ
ら
に
そ
れ
と
は
別
に
、
守
部
が
未
だ
無

名
で
あ

っ
た
三
十
代
か
ら
終
生
に
わ
た

っ
て
後
援
者
で
あ

っ
た
桐

生
吉
田
家
に
自
筆
稿
本
と
膨
大
な
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
に

つ
い
て
は
徳
田
進
、
高
井
浩
両
氏
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
が
な
お
全
貌
は
明
ら
か
で
は
な
か

つ
た
。
近
年
そ
れ
ら
は
吉

田
允
俊
家
文
書
と
し
て
群
馬
県
立
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
、
そ
の
う

ち
守
部
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
は
す
べ
て
の
複
写
が
完
了
し
、
内

容
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
。
本
文
庫
は
、
吉

田
家
、
群
馬
県
立
文
書
館
の
御
許
可
を
得
て
そ
の
大
部
分
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
備
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
何
分
に
も
膨
大
な
分

量
で
あ
る
の
で
内
容
の
検
討
に
は
時
間
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
本

稿
執
筆
に
当

っ
て
は
残
念
な
が
ら
そ
の
ご
く

一
部
し
か
生
か
す
こ

と
が
出
来
な
か

っ
た
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
複

写
の
御
許
可
を
賜

っ
た
吉
田
允
俊
氏
な
ら
び
に
群
馬
県
立
文
書
館

に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〔付
記
2
〕 
昨
年
平
成
十
六
年
九
月
十
八
日
よ
り
平
成
十
七
年

一

月
十
日
に
か
け
て
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

四
日
市
市
立
博
物

館
に
お
い
て

「21
世
紀
の
本
居
宣
長
」
展
が
催

さ
れ
た
。
本
文
庫

か
ら
は

『難
古
事
記
伝
』
(0
9
A
1

5
)
と

『飼
古
訓
古
事
記
』

(0
9
A
I

7
4
)
が
出
陳
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
前
者

に
つ
い

て
そ
の
貸
出
し
の
際
、
川
上
が
誤

っ
た
説
明
を

し
た
た
め
、
図
録

の
解
説
に
誤
り
を
生
じ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
誠

に
申
し
訳
な
く
、

以
下
に
謹
ん
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
今
回
出
陳
さ
れ
た
の
は
、

草
稿
本
で
は
な
く
、
か
つ
て
横
山
重
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
自
筆

終
稿
本

(全
集
底
本
)
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ

の
間
の
事
情
は
注

4
に
も
記
し
た
が
、
将
来
再
び
疑
義
が
生
じ
な

い
よ
う
更
に
述
べ
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て
お
く
こ
と
と
す
る
。
言
い
訳
が
ま
し
い
が
容
赦
さ
れ
た
い
。

 
昭
和
十
四
年
二
月
の
橘
家
の
売
立
に

『難
古
事
記
伝
』
は
終
稿

本
と
草
稿
本
の
二
本
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
終
稿
本

は
横

山
重
氏
が
、
草
稿
本
は
財
団
法
人
斯
道
文
庫

(当
時
)
が
所

蔵
す

る
と
こ
ろ
と
な

っ
た

(ち
な
み
に
終
稿
本
は
三
三
六
円
八
〇

銭
、
草
稿
本
は
四
〇
三
円
三
〇
銭
で
落
札
さ
れ
て
い
る
。
時
勢
の

た
め
か
か
な
り
高
額
で
あ
る

〈
本
文
庫
蔵
入
札
目
録

へ
の
書
肆
書

入
れ

に
よ
る
。
反
町
茂
雄
氏

『
一
古
書
肆
の
思

い
出
』
2
に
抄
出

掲
載

さ
れ
て
い
る
落
札
価
格
と

一
致
し
て
お
り
信
頼
で
き
る
と
考

え
る
〉
)。
そ
の
際
、
斯
道
文
庫
は
横
山
重
氏
の
許
可
を
得
て
終
稿

本
の
副
本
を
作
成
し
た
。
そ
れ
が
現
在
シ
2
1
E
-
f
3
6
と
し

て
本
文
庫
が
所
蔵
す
る
本
で
あ
る
。
最
初
函
架
番
号
を
0
9
A
-

4
と

し
、
終
稿
本
の
購
得
に
伴

い
現
在
の
番
号
に
な

つ
た
と
思
わ

れ
る
。
『椎
本
文
庫
目
録
』
(昭
和
十
七
年
)、
『麻
生
文
庫
稀
覯
書

目
録

』
(昭
和
二
十
六
年
)
に
お
い
て
は
と
も
に
終
稿
本
は
副
本

の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、
終
稿
本
の
購
得
は
斯
道
文

庫
蔵
書
が
本
塾
に
寄
贈
さ
れ
て
以
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
時
期
や

そ
の
間
の
事
情
は
聞
く
と
こ
ろ
で
な
い
。
川
上
は
つ
い
最
近
ま
で

終
稿
本
が
本
文
庫
に
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
旧
目
録
に
従

っ

て
現
在
0
9
A
1
4
と
登
録
さ
れ
て
い
る
草
稿
本

(旧
目
録
で
は

0
9
A
-
5
)
を
終
稿
本
の
副
本
、
終
稿
本
で
あ
る
0
9
A
-
5

を
草
稿
本
と
思
い
こ
ん
で
い
た
。
草
稿
本
が
新
補
表
紙
で
春
日
政

治
博
士
筆
の
題
簽
が
つ
い
て
い
た
こ
と
も
思
違

い
の
原
因
で
あ

っ

た
。
今
回
本
稿
執
筆
に
当
り
、
目
録
と
原
本
を
対
査
す
る
う
ち
、

初
め
て
誤
り
に
気
づ
い
た
次
第
で
あ
る
。
以
上

、
今
後
の
た
め
縷

述
し
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(川
上
新

一
郎
記
)
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